














































































































































































































































　 自己評価 授業前 授業後
１子どもに愛情が持てる よくあてはまる 140 （57.1%） 172 （70.2%）
　 あてはまる 92 （37.6%） 70 （28.6%）
　 あまりあてはまらない 13 （5.3%） ３ （1.2%）
　 あてはまらない 0 （0.0%） 0 （0.0%）
２自尊感情を持っている よくあてはまる 11 （4.5%） 22 （9.0%）
　 あてはまる 109 （44.5%） 163 （66.5%）
　 あまりあてはまらない 114 （46.5%） 57 （23.3%）
　 あてはまらない 11 （4.5%） ３ （1.2%）
３体験談がある よくあてはまる 25 （10.2%） 41 （16.7%）
　 あてはまる 54 （22.0%） 105 （42.9%）
　 あまりあてはまらない 108 （44.1%） 81 （33.1%） 
　 あてはまらない 58 （23.7%） 18 （7.3%）
４お手本から学ぶ よくあてはまる 65 （26.5%） 121 （49.4%）
　 あてはまる 141 （57.6%） 111 （45.3%） 
　 あまりあてはまらない 25 （10.2%） 13 （5.3%）
　 あてはまらない 14 （5.7%） 0 （0.0%）
－ 142 －
谷山　優子
５気が合わなくてもうまくやる よくあてはまる 14 （5.7%） 39 （15.9%） 
　 あてはまる 125 （51.0%） 175 （71.5%）
　 あまりあてはまらない 85 （34.7%） 29 （11.8%） 
　 あてはまらない 21 （8.6%） 2 （0.8%） 
６ストレス解消法がある よくあてはまる 79 （32.2%） 105 （42.9%）
　 あてはまる 108 （44.1%） 118 （48.1%） 
　 あまりあてはまらない 51 （20.8%） 21 （8.6%）
　 あてはまらない 7 （2.9%） 1 （0.4%）
７友だち関係に悩まない よくあてはまる 25 （10.2%） 36 （14.7%）
　 あてはまる 101 （41.2%） 120 （49.0%）
　 あまりあてはまらない 95 （38.8%） 78 （31.8%）




　 授業前 授業後 変化の割合
１「子どもに愛情がもてる」　 94.7 98.8 △4.1
２「自尊感情がある」　 49.0 75.5 △26.5
３「体験談がある」　 32.2 59.6 △27.4
４「お手本から学ぶ」　 84.1 94.7 △10.6
５「気の合わない人ともうまくやる」 56.7 87.4 △30.7
６「ストレス発散方法を持っている」 76.3 91.0 △14.7














次に、３「人に話せる体験談を 10 個持っている」が 27.4 パーセント、続いて、２「自尊感情を持っ




としていた。授業後に 100 パーセントに近い 98.8 パーセントの学生が子どもに対して愛情が持てる
とより肯定的に考えるようになったということである。４「お手本となる人を見つけて学ぼうとして
いる」の割合も 10.6 パーセントしか増えていないが、これも元々学ぼうとする意欲が高かったので、
授業後に約 95 パーセントの学生が肯定的に考えるようになった。 
ただ、７「友達関係に悩まない」の変化が 12.3 パーセント増え全体で 63.7 パーセントの学生が肯
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